
聞きたい！知りたい！

体調に合わせて休んだり

おもちゃやゲームもあるのでスタッ

フと遊んだり、DVDをみたりして

ゆっくりと過ごしています。

パンダ便り
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はじめまして。宇土地区医師会 病児・病後児保育施設「パンダ」です。

パンダがどんなところか、ご存じですか？

●宇土市内にお住いのお子さん

●宇土市内の幼稚園・保育園に通っているお子さん

●宇土市内にお勤めの保護者がいらっしゃるお子さん

が、病気の回復期で集団保育が困難な時に、仕事や家庭の都合で家庭での

保育ができない場合に、お預かりできる場所です。

看護師２名と保育士１名で対応します。

生後６か月から小学校６年生までの

水分・昼食・おやつは

家庭から持ってきたものだけを

摂ってもらいます。お子さんの症状・体

調に合わせて、食べられそうなものを準

備してください。

現在も持病があったり、療育に通われた

り、様々な支援が必要なお子さんにも利

用いただいています。スタッフと保護者

で連携を取りながら、お預かりさせてい

ただきます。

パンダはカインズ踏切側入

り口の、向かい側「宇土地区

医師会館」内にあります。

ご利用に興味がある方は、

まずは「宇土市役所」子育て

支援課窓口又は、「宇土市」

HPか公式ラインにてお尋

ね・申請をお願いします。

利用について、わからないことがあれば

お気軽にお尋ねください
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十分な水分と解熱剤があれば、39℃ま

で看護師が対応して保護者と連絡を取り

ながら、様子を見ることができます。た

だし、お子さんの状況によってご相談さ

せていただくこともあります。

病気をしたとき、子どもはとても不安なものです。そんな時に利用

するパンダでは、保育園とは違いなるべく家庭にいる時間と同じよう

に、ゆっくりとその子のペースで無理なくいられたらと、考えていま

す。

体調によっては一日寝て過ごす子もいますが、回復期の子どもは何

をして遊ぼうかとワクワクしている子もいます。パンダには絵本や玩

具もそろえていますが、おうちからお気に入りの玩具をもってこられ

るのも安心できてよいかと思います。その時には記名を忘れずにして

くださると助かります。

子どもが安心できる環境を


